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令和 7 年 10 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 124 号（ 2 ）

決算特別委員会が行く！決算特別委員会が行く！

おくの義務教育学校一体型校舎完成おくの義務教育学校一体型校舎完成

庁舎非常用発電設備更新工事庁舎非常用発電設備更新工事 １億３６０１万円

 

特集
決算

総事業費３６億５８２４万円（令和６年度決算20億5828万円）

決算特別委員会　　委員長　柳井　哲也　　　副委員長　伊藤　知子
　　　　　　　　　委　員　石原　幸雄　　　遠藤　憲子　　杉森　弘之　　藤田　尚美
　　　　　　　　　　　　　甲斐　徳之助　　磯山　和男　　出澤　　大　　水梨　伸晃

令和２年度に旧奥野小学校・牛久第二中学校を統合、おく
の義務教育学校が開校しました。分離していた施設を一体
化することで、より効果的に小中一貫教育を推進し、児童
生徒の学びを充実させることができます。
令和３年度より実施設計などを行い、令和５年度から旧牛
久第二中学校の校舎の増築、及び長寿命化改修等の整備工
事を実施してきました。

災害時など外部商用電源が消失した場合においても、庁舎で通常行政サービ
スを維持継続させるため、長時間連続給電可能な発電設備への更新を実施。

　負荷容量・発電設備容量の比較
　旧　発電容量︓３００KVA、タンク︓灯油170ℓ ⇒ 約２時間運転
　新　発電容量︓３００KVA、タンク︓軽油5,000ℓ ⇒ 72時間運転

 
 

 

Q 決算の認定って 
どんなことをするの？ 

 A.予算が適正に使われたか、金額に見合った

効果が出ているかなどの視点でチェックを行

い、税金の使われ方を市議会でしっかりと確

認します。 

Q 認定されなかった 
場合どうなるの？ 

 A.既に支出されたものを取り戻すことは

できませんが、不適切かつ非効率な支出が

あった場合はそれを明らかにすることで、

今後のお金の使い方や行財政運営の改善

に役立てる大切な役割を担っています。 

令和 6   
  

 

 

 

決算の内容は？ 
会計別決算 歳入（収入） 歳出（支出） 

一般会計 35,154,162,926 円（ 4.9％増） 34,343,135,828 円（ 8.3％増） 

特別会計 

国民健康保険 7,214,459,598 円（10.6％減） 7,214,459,598 円（10.6％減）   

青果市場 19,465,286 円（22.9％増） 19,075,516 円（35.6％増） 

介護保険 6,940,825,427 円（11.5％増） 6,940,260,378 円（10.9％増） 

後期高齢者医療 2,669,774,712 円（13.4％増） 2,669,774,712 円（13.4％増） 

公益企業会計 

下水道 
収益的収支 1,777,466,016 円 1,606,996,919 円 

資本的収支 706,962,420 円 1,006,957,783 円 

 

牛久市の財政の健全度は？ 
健全度を判断する指標には以下のようなものがあります。 

実質赤字比率 
一般会計における赤字の程度のこと 

連結実質赤字比率 
一般会計だけでなく、特別会計や企業会計を含めた 

会計全体における赤字の程度のこと 

実質公債費比率 
市債（借金）の償還金にあたる公債費（返済に 

必要なお金）の負担が、財政規模に対して 

どのくらいあるのか 

将来負担比率 
将来的に返済しなければならない借金が、 

収入や財政規模と比較してどのくらいあるのか 

令和 6 年度 

令和 6 年度 

令和 6 年度 

令和 6 年度 

早期健全化基準 12.60％ 

早期健全化基準 17.60％ 

早期健全化基準 25.0％ 

早期健全化基準 350.0％ 

△2.13％ 

△4.07％ 

3.4％ 

△29.8％ 

早期健全化基準とは 

財政状況の改善を 

促すための、 

「イエローカード」 

のようなものです。 

基準を超えると、 

「早期健全化団体」 

となり、財政健全化 

計画の策定が義務付 

けられます。 

牛久市は全て基準を 

下回る数値となって 

います。 

年度決算を認定！

広々とした音楽室。
机や椅子など、使用可能なものは引き続き新校舎で使
用しています。

決算特別委員会での質疑より

問 児童クラブ棟の建設はどうなったのか？
答 現在、空き教室を利用し児童クラブを運営しているが、

運営上支障がないため児童クラブ棟の建設予定はない。

問 今後の工事の進捗と工事費の増額の有無は？
答 現在工事中の体育館とテニスコートは１１月に完成予

定。工事費は増額になる見通しはない。
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安定した市民サービスの提供ができたか？費用対効果を検証！

牛久市のシティプロモーションを
行う　　　　　２４４８万円

 議員のここチェック

問 アニメコラボレーションによる
交流人口の増加と経済効果は。

答 ラブライブ！スーパースター ‼ に
登場する鬼塚姉妹の特別住民票
売
うりさば

捌き料が、制作コストを差し
引いて 58 万 7,800 円の利益と
なった。また、タイアップを行っ
ている市内事業者からは売上が
伸びたとの報告があり、牛久シャ
トーは過去最大の売り上げとなっ
たと聞いている。タイアップの
イベントの開催時には駅周辺の
飲食店が混雑するなど、経済効
果を生んでいると認識している。

私もひとこと

パンの店
ひつじ雲　
松
まつむら

村　良
よし

寛
ひろ

さん
　　香

か よ こ

代子さん

家族で営む店なので、イベントで販
売する 300 個のパン作りには家族
の総力で取り組みました。ラブライ
ブ！のシール付きで、焼き芋好き
のキャラクターに合わせお芋のパン
を作り、多くの方に手に取っていた
だけました。 今後は市の支えで、
牛久の小さなお店と一緒にまち全
体で盛り上がる持続的な取り組みに
なってほしいと思います。

牛久市の魅力を発信
アニメコラボによる経済効果は

スクールアシスタントを派遣する
　　　　　６５６４万円

 議員のここチェック

問 スクールアシスタント（以下
SA）の不足に対する 6 年度の
対応は。

答 支援が必要な子ども全てに支
援していきたいと考えている。
学校ごとに配置している SA を
学校の方で割り振って何とか
対応してもらっている。

私もひとこと

神谷小のスクールアシスタント

私たち SA は、授業中の支援をは
じめ、体育や給食の補助、見守り
など、日々子どもたちのそばでサ
ポートしています。
一方で、十分に支援が行き届かな
い場面もあります。もう少し人員
や時間があれば、より多くの子に
寄り添えるのにと感じます。子ど
もたちの成長や先生の負担軽減に
やりがいを感じつつ、限られた勤
務時間に歯がゆさもあります。
これからも地域や家庭、そして先
生方と力を合わせ、子どもたちの
笑顔を支えていきたいと思います。

教職員と連携しながら
子どもに寄り添い支援
特性のある子どもへの
支援は６割弱

介護予防と保健事業を一体的に
実施する　　　　　１４０万円

 議員のここチェック

問 介護予防や健康増進のため、
どのようなことを行っている
のか。

答 高齢者で病院や健診の未受診
者などの健康状態が全くわか
らない方、高血圧や糖尿病で
病院を受診していない方や治
療を中断している方に対し個
別に健診や医療機関受診勧奨
を行っている。また、地域の
区民会館で行われている体操
教室などでフレイル予防に関
する普及啓発を行っている。

私もひとこと 　

シルバーリハビリ体操が開発され
て 20 年余り、市内には約 40 か
所の自治会館などに教室がありま
す。体操は、フレイル予防、認知
症予防にも効果があり、指導士の
リードで衰えた筋肉や関節を動か
しています。
人生 100 年時代を介護のお世話に
ならないで、健康寿命を延ばした
い思いです。

健康増進や介護予防の
ために
必要な方に受診や健診を勧奨

ラブライブ！のキャラクターでラッピ
ングされたかっぱ号

シルバーリハビリ体操指導士会会長　
下
しも

位
い

　哲
てつ

さん
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お金はどう使われた？議会の視点 市民の声

観光施設の美観を保つ
２３３８万円

 議員のここチェック

問 現在の観光アヤメ園のあり方
について市の考えは。

答 アヤメ園は大部分がハナショウ
ブで、開花が鈍く、花が咲いてな
いという指摘をいただく。原因
は連作障害と土壌環境と考えて
いる。土壌改良には多額の経費
を要するため、現在ポット仕立て
のハナショウブの苗を植えてい
る。水分過多は開花に良くない
ため、6 年度は水はけを良くする
取り組みを行った。令和5 年と6
年に植えたポットは今春開花し
ており、徐々に効果は出始めて
いると考えている。

私もひとこと

新地の台地で
活きる会　代表　　
粉
こかわ

川　惠
え

美
み こ

子さん
アヤメ園の再生には、牛久沼の水
を循環させるなどの水辺環境を含
めた全体構想が必要だと思います。
年間を通じての植物計画も。桜か
ら始まりアヤメや菖蒲、かつて田
の畔に咲いていた黄色いアヤメ、
さらに紫陽花、睡蓮、萩、曼珠沙華、
希少植物の半夏生等々。子どもが
ザリガニをとり、皆が憩い集う場所
としてのアヤメ園の再生を願います。

観光施設維持のために
快適に過ごしてもらうため
植栽管理などを実施

旧飯島家住宅を管理する
　３７１万円

 議員のここチェック

問 施設公開に向けた計画は。
答 旧飯島家住宅の母屋と蔵に多

くの資料があり、現在は母屋
の調査を進めている。

	 母屋から出てきた牛久シャ
トー関連の資料は、すでにシャ
トー内のビジターセンターで
公開している。今後は蔵の方
の資料整理を行い、出てきた
ものを調査して、公開をどの
ようにしていくか検討する。

私もひとこと
飯島家は天皇が宿泊した由緒ある
家。陸前浜街道と呼ばれた今の旧
水戸街道沿いにあり、馬宿として
栄えたこの地は、かつて屋号で呼
び合い、人々の営みが息づいてい
た。今ではこうした旧跡も牛久村
の成り立ちからの歴史もあまり知
られていない。様々な旧跡や歴史
を一つの物語として結び、今を生
きる人たちに伝えていきたい。

市民の方より

牛久市の歴史を物語る
旧飯島家住宅
施設公開に向けて調査中

危機管理体制を整える
　　　　  ８８５万円

 議員のここチェック

問 洪水ハザードマップを作成し
た経緯は。

答 令和 5 年度から 6 年度にかけ
て、茨城県から市内の中小河
川について、洪水浸水想定区
域の指定を受け、これに伴い
牛久市洪水ハザードマップを
作成し全戸に配布を行った。

今年6月に行われた防災訓練

私もひとこと
牛久市役所防災課

自分たちが暮らしている地域がど
のような災害リスクを有している
か一人ひとりが認識することで、
混乱のないスムーズな避難が可能
になります。
洪水ハザードマップを活用し、災
害が発生した際の避難場所や避難
経路、危険な場所を確認いただき、
被害を最小限にとどめるにはどう
したらよいかを考える一助となる
ことを期待します。

災害にどう備えるか
ハザードマップを作成し
防災に関する様々な情報を掲載

　

牛久シャトー関連の資料を展示してい
るビジターセンター
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

石原 幸雄 議員 公共施設等の整備にＰＦＩ方式を

答弁）有効な手法の一つと認識している

質
問
　

長
引
く
不
況
や
少
子
化
等

に
よ
る
人
口
減
少
に
よ
り
本
市
を

含
む
多
く
の
自
治
体
で
は
税
収
の

伸
び
が
期
待
で
き
ず
、
そ
の
為
に

今
後
の
公
共
施
設
等
の
整
備
費
用

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
近
年
は
こ
の
様
な
自
治
体

の
財
政
事
情
を
踏
ま
え
、
公
共
施

設
等
の
整
備
費
用
を
民
間
事
業
者

が
調
達
し
事
業
を
完
了
さ
せ
る
と

い
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
が
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
は
事
業
費
用
の
支
払
い

が
平
準
化
で
き
る
等
、
自
治
体
財

政
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

故
に
本
市
に
お
い
て
も
市
庁
舎
の

建
て
替
え
事
業
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
事
業
方
式
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
て
参
り
た
い
。

海
外
企
業
の
誘
致
に
つ

い
て

質
問
　

本
市
は
台
湾
桃
園
市
と
の

友
好
都
市
協
定
の
締
結
を
目
指
し

て
い
る
が
、
桃
園
市
は
台
湾
有
数

の
工
業
都
市
で
あ
り
、
同
市
に
は

半
導
体
や
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
集
中

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
桃
園

市
の
企
業
の
本
市
へ
の
誘
致
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
市
長
）
桃
園
市
と
の
友
好

協
定
の
締
結
は
観
光
交
流
を
目
的

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
延
長
線
上

で
の
状
況
や
環
境
次
第
で
検
討
す

る
。シ

ャ
ト
ー
周
辺
の
景
観

形
成
に
つ
い
て

質
問
　

シ
ャ
ト
ー
へ
の
集
客
を
高

め
る
一
環
と
し
て
、
市
庁
舎
等
シ
ャ

ト
ー
周
辺
の
公
共
施
設
の
外
壁
を

シ
ャ
ト
ー
同
様
に
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド

色
で
統
一
し
て
は
如
何
か
。

答
弁
　
（
総
務
部
長
）
質
問
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
今
後
対
応
し
て
参
り

た
い
。

　

市政を質す！一般質問
　令和７年第３回定例会において、19 人の議員が一般質問を行いました。
　市長などの執行部に対して、市の政策や方針について質問を行いました。
　動画は牛久市議会 YouTube チャンネルでご覧いただけます。
　各議員のページに掲載している二次元コードを読み取ってご覧ください。

知っ得 �　�  
 
質 問 方 式 選 択 制

　牛久市の一般質問において、質問の方法を「一括質問一括
答弁方式」または「一問一答方式」から選ぶことができます。

「一括質問一括答弁方式」とは、質問者がすべての質問をま
とめて行い、答弁者はそれに対してまとめて答弁を行うこと
です。「一問一答方式」は質問者が最小単位の質問を一問ず
つ行い、答弁者はその質問に対して答弁を行うものです。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

柳井 哲也 議員

鈴木 勝利 議員

『防災庁の誘致』本市はどうする

全市民に対する物価高騰支援策は

答弁）具体的な方針が示されたら取り組んでいく

答弁）今後検討していきたい

質
問
　

政
府
は
来
年
度
防
災
庁
を

設
置
し
地
方
に
防
災
拠
点
を
造
る

と
し
て
い
る
。
首
都
直
下
型
地
震
、

富
士
山
大
噴
火
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
他
と
比
べ

て
圧
倒
的
に
災
害
の
少
な
い
牛
久

市
が
最
も
立
候
補
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
自
治
体
と
考
え
る
が
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
本
市
は
津
波

の
リ
ス
ク
が
極
め
て
低
く
、
地
盤

も
強
固
で
、
大
規
模
災
害
の
少
な

い
地
域
で
あ
る
。
防
災
拠
点
の
立

地
候
補
地
と
し
て
評
価
さ
れ
う
る

要
素
を
有
し
て
い
る
の
で
、
国
や

県
に
お
い
て
立
地
に
関
す
る
方
針

が
示
さ
れ

た
ら
本
市

の
持
つ
優

れ
た
特
性

を
し
っ
か

り
発
信
し

て
い
く
。

災
害
発
生
時
の
外
国
人

対
策

質
問
　

避
難
所
で
の
人
種
差
別
の

防
止
対
策
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
現
在
外
国
人
向
け

に
避
難
所
を
案
内
す
る
外
国
語
表

記
の
チ
ラ
シ
を
差
し
込
む
準
備
を

し
て
い
る
。
言
葉
の
壁
を
取
り
除

く
こ
と
が
重
要
な
の
で
対
応
を
研

究
す
る
と
共
に
日
頃
か
ら
近
隣
住

民
と
の
つ
な
が
り
が
最
も
大
切
な

災
害
対
策
で
あ
る
こ
と
を
広
め
て

い
く
。

公
共
ト
イ
レ
の
更
新
問
題

質
問
　

小
中
学
校
の
和
式
ト
イ
レ

と
洋
式
ト
イ
レ
の
実
数
と
今
後
の

方
針
は
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
小
、
中
、
義

務
教
育
学
校
の
校
舎
ト
イ
レ
の
洋

式
化
率
は
98
％
。
総
数
６
１
９
基

の
う
ち
小
学
校
で
12
基
の
和
式
が

残
っ
て
い
る
。
今
後
も
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
快
適
に
ト
イ
レ
を
利

用
で
き
る
よ
う
洋
式
化
を
進
め
て

い
く
。

質
問
　

今
後
一
番
先
に
ト
イ
レ
建

設
を
予
定
し
て
い
る
所
は
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
牛
久
駅
西

口
駅
前
広
場
の
ト
イ
レ
（
男
子
用
、

女
子
用
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）
を
令

和
８
年
３
月
末
ま
で
に
整
備
し
て

い
く
。

質
問
　

令
和
７
年
度
の
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
活
用
事
業
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
住
民

税
均
等
割
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付

金
事
業
の
実
施
、
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ー

ポ
ン
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
の
拡
充

を
継
続
す
る
。

質
問
　

全
市
民
に
対
す
る
支
援
策

を
打
ち
出
す
べ
き
で
は
。

答
弁
　

改
め
て
今
後
交
付
金
が
示

さ
れ
た
場
合
、
事
業
の
枠
組
み
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
役
所
駐
車
場
の
通
行

区
分
明
示
を

質
問
　

市
役
所
裏
門
か
ら
本
庁
舎

や
分
庁
舎
ま
で
の
歩
行
者
通
路
や

歩
道
を
設
置
し
て
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
安
全
確
保

は
必
要
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　

自
転
車
レ
ー
ン
の
設
置
等

は
ど
う
か
。

答
弁
　

自
転
車
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

学
校
の
熱
中
症
対
策

質
問
　

登
下
校
時
の
対
策
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
日
傘

や
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
、
ク
ー
ル
タ

オ
ル
等
の
活
用
を
認
め
て
い
る
。

質
問
　

室
内
で
の
対
策
は
。

答
弁
　

エ
ア
コ
ン
を
適
宜
活
用
す

る
と
と
も
に
、
い
つ
で
も
水
分
補

給
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
ネ
ッ
ク

タ
オ
ル
や
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
の
使

用
も
認
め
て
い
る
。

質
問
　

体
育
館
、
校
庭
、
プ
ー
ル

等
の
室
外
で
の
活
動
は
。

答
弁
　

暑
さ
指
数
を
基
準
に
活
動

を
制
限
し
て
い
る
。

質
問
　

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
ど
の
よ
う
な
設
備

を
導
入
す
る
の
が
効
率
的
、
か
つ
、

財
政
面
で
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
等
、
先
進
自
治
体
の

導
入
事
例
や
国
の
交
付
金
等
財
政

支
援
な
ど
の
調
査
研
究
に
着
手
し

て
い
る
。

　

牛久市の防災倉庫
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

塚原 正彦 議員 中高生参加の未来ワークショップを

答弁）未来志向の人材養成について調査研究

質
問
　

2
0
4
0
年
に
日
本
の
人

口
減
少
は
深
刻
化
し
、
労
働
力
不

足
、
社
会
保
障
の
不
全
、
イ
ン
フ

ラ
崩
壊
が
現
実
化
す
る
。
危
機
を

克
服
す
る
た
め
に
は
地
方
自
治
体

は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
か
ら
公
・

共
・
私
が
協
力
し
富
を
創
造
す
る

機
関
に
か
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

未
来
志
向
を
持
っ
て
地
方
自
治
体

を
変
革
す
る
動
き
が
大
き
な
流
れ

に
な
り
、
若
者
の
地
域
社
会
へ
の

関
心
と
貢
献
意
欲
を
育
む
「
未
来

予
測
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
総
務

省
の
支
援
を
受
け
、
各
地
で
開
催

さ
れ
て
い
る
。

2
0
5
0
年
の
牛
久

市
は
、
人
口
8
万
人

で
都
市
機
能
が
維
持

で
き
、
成
長
可
能
性

の
あ
る
数
少
な
い
都

市
で
あ
る
。
率
先
垂

範
し
て
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
と
新
し
い
富
を
つ

く
る
シ
ナ
リ
オ
を
具

体
的
に
提
起
し
、
市

政
改
革
を
推
進
す
る

責
任
が
あ
る
。

全
国
の
先
進
事
例
を
参
考
に

2
0
5
0
年
を
担
う
中
高
生
を
対

象
に
、
地
域
文
化
資
源
を
学
び
、

社
会
・
文
化
起
業
に
挑
戦
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
提
案
す
る
が
考
え

を
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
新
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
現
段
階
で
は
中
高

生
が
市
政
に
参
画
す
る
そ
れ
は
検

討
し
て
い
な
い
。
未
来
を
担
う
若

年
層
の
地
域
で
の
社
会
・
文
化
起

業
の
可
能
性
を
学
ぶ
「
未
来
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
参
考
に
今
後
調

査
研
究
を
す
す
め
て
い
く
。

磯山 和男 議員 おくの義務教育学校の横断歩道の移設は

答弁）警察への確認によると移設の方向で検討している

質
問
　

お
く
の
義
務
教
育
学
校
正

門
前
に
横
断
歩
道
を
設
け
る
予
定

は
。答

弁
　
（
市
長
）
お
く
の
義
務
教
育

学
校
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
３

月
に
施
設
一
体
型
校
舎
及
び
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
工
事
を
完
了
し
、
４
月

か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
る
。
正

門
は
、
安
全
性
を
高
め
る
た
め
歩

道
分
離
と
し
、
既
存
の
桜
並
木
を

活
か
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
す
る
た

め
移
設
し
た
。
移
設
に
伴
い
、
児

童
の
安
全
な
横
断
を
保
護
す
る
た

め
、
６
月
４
日
に
横
断
歩
道
の
移

設
を
牛
久
警
察
署
へ
要
望
し
た
。

今
回
、
そ
の
対
応
状
況
に
つ
き
牛

久
警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

通
学
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

移
設
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

道
路
反
射
鏡
・
路
面
標

示
等
設
置
要
望
書
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て

質
問
　

７
月
末
ま
で
に
交
通
安
全

推
進
員
よ
り
報
告
さ
れ
る
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
設
置
要
望
の
調
査
が
11
月

中
旬
と
な
る
理
由
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
推
進
員
よ
り

提
出
さ
れ
る
「
道
路
反
射
鏡
・
路

面
標
示
等
設
置
要
望
書
」
は
、
締

切
を
７
月
末
と
し
、
提
出
ま
で
の

期
間
は
２
か
月
間
を
設
け
て
い
る
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
路
面
標
示
、
そ

の
他
交
通
安
全
に
関
す
る
も
の
は
、

推
進
員
か
ら
の
要
望
に
留
ま
ら
ず
、

７
月
か
ら
８
月
末
ま
で
に
実
施
さ

れ
る
通
学
路
危
険
箇
所
調
査
や
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
要
望
も

踏
ま
え
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け

市
担
当
者
に
よ
り
現
場
確
認
、
設

置
候
補
地
の
特
定
と
土
地
所
有
者

調
査
及
び
事
前
協
議
等
を
行
い
、

11
月
に
推
進
員
役
員
に
よ
る
最
終

的
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
要
望

締
切
り
か
ら
調
査
ま
で
に
３
か
月

を
要
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事

情
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

2050 年の牛久市は、サービスプロバイダーから
新しい富をつくる機関（プラットフォーム）に変わ
らなければならない。「未来予測ワークショップ」
は、新しい私と共を担う現在の中高生が、市政に
参画する演習プログラムである。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

杉森 弘之 議員

山本 伸子 議員

30㎞圏外の牛久市も原子力災害対策編の作成を

ごみ集積所の課題に行政の支援を

答弁）市民の生命と財産を守るために尽力

答弁）高齢化や地域の希薄化などへの対策を検討

質
問
　

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
原
子
力
災
害
で
は
、
放

射
性
物
質
が
30
㎞
圏
よ
り
も
広
範

囲
に
拡
散
し
、
住
民
生
活
や
産
業

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
そ

の
た
め
、
30
㎞
圏
外
の
多
く
の
自
治

体
が
地
域
防
災
計
画
に
原
子
力
災

害
対
策
編
を
新
設
し
た
。
原
発
の

な
い
長
野
県
小
諸
市
、
千
葉
県
我

孫
子
市
も
、
原
発
の
あ
る
宮
城
県

仙
台
市
も
同
様
で
あ
る
。

原
災
法
は
す
べ
て
の
市
町
村
に

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
原

災
法
）
は
、
第
五
条
（
地
方
公
共

団
体
の
責
務
）
で
、「
地
方
公
共
団

体
は
、
こ
の
法
律
又
は
関
係
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
原
子
力
災
害
予

防
対
策
、
緊
急
事
態
応
急
対
策
及

び
原
子
力
災
害
事
後
対
策
の
実
施

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
」
を
明
記
し
て
お
り
、
30
㎞
圏
内

の
市
町
村
だ
け
に
限
定
す
べ
き
な
ど

と
は一言
も
書
い
て
い
な
い
。
し
か

し
、
茨
城
県
の
原
子
力
災
害
対
策

計
画
編
は
所
在
・
関
係
周
辺
市
町

村
す
な
わ
ち
30
㎞
圏
の
重
点
区
域
市

町
村
だ
け
に
限
定
し
て
お
り
、
不
十

分
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
牛
久
市
は

重
点
区
域
外
で
あ
る
こ
と
か
ら
対

応
不
要
な
ど
と
い
う
考
え
は
全
く

な
い
。

屋
内
退
避
よ
り
避
難
を

質
問
　

茨
城
県
の
原
子
力
災
害
対

策
計
画
編
で
さ
え
、
30
㎞
圏
外
で
も
、

運
用
上
の
介
入
レ
ベ
ル
「
Ｏ
Ｉ
Ｌ
」

の
最
高
Ｏ
Ｉ
Ｌ
１
で
は
、
防
護
措
置

と
し
て
、
住
民
等
の
数
時
間
内
の
避

難
等
を
明
記
し
て
お
り
、
移
動
が

困
難
な
者
の一時
屋
内
退
避
を
含
む

と
し
て
い
る
。
牛
久
市
の
見
解
を
聞

く
。答

弁
　

当
市
に
お
い
て
も
必
要
に

応
じ
て
「
区
域
の
特
定
」「
避
難
措

置
」「
屋
内
退
避
」
い
ず
れ
か
を
迅

速
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
準
備
体

制
を
強
化
し
て
い
く
。

質
問
　

ご
み
集
積
所
の
設
置
費
用

は
自
治
会
が
負
担
し
て
い
る
が
、

自
治
会
未
加
入
者
は
負
担
を
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
不
公
平
感

が
表
面
化
。
自
治
体
が
設
置
費
用

を
助
成
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
市

の
考
え
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
自
治

会
加
入
者
と
未
加
入
者
の
不
公
平

感
は
認
識

し
て
お
り
、

集
積
所
の

管
理
や
行

政
の
支
援

の
あ
り
方

を
研
究
す

る
。就

学
後
の
子
ど
も
の

居
場
所
を

質
問
　

市
が
行
っ
た
小
学
生
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
か
ら
み

え
た
現
状
と
課
題
は
。

答
弁
　
（
こ
ど
も
局
長
）
現
状
は
放

課
後
や
長
期
休
暇
に
過
ご
す
場
所
の

約
８
割
が
自
宅
で
、
課
題
と
し
て
は

子
ど
も
が
安
全
に
過
ご
せ
る
場
所

を
望
む
保
護
者
が
95
％
お
り
、
行

政
と
し
て
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

質
問
　

親
の
就
労
に
関
わ
ら
ず
す

べ
て
の
子
ど
も
が
過
ご
せ
る
場
所

や
、
猛
暑
と
な
る
夏
季
休
暇
の
居

場
所
が
必
要
で
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
放
課

後
子
ど
も
教
室
を
す
べ
て
の
子
ど

も
を
対
象
と
す
る
に
は
人
材
や
場

所
の
確
保
に
課
題
が
あ
り
、
夏
季

休
暇
の
子
育
て
広
場
の
利
用
や
運

動
公
園
体
育
館
な
ど
の
開
放
も
現

状
で
は
難
し
い
。
ニ
ー
ズ
調
査
も

踏
ま
え
、
関
係
部
署
と
連
携
し
対

応
で
き
る
も
の
を
検
討
す
る
。

牛
久
シ
ャ
ト
ー（
株
）の

事
業
再
生
計
画
の
ゆ
く
え

質
問
　

経
営
の
仕
組
み
や
債
務
超

過
へ
の
対
応
、
事
業
再
生
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る
行
政
の
役
割

を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
次
長
）
共
同

事
業
体
に
よ
る
指
定
管
理
の
ほ
か

最
も
適
切
な
形
態
を
検
討
。
債
務

解
消
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
、

再
生
計
画
に
お
い
て
は
収
益
性
・

公
共
性
を
勘
案
し
適
時
適
切
に
対

応
す
る
。

志賀原発のある石川県志賀町
の道路も、2024 年能登半島
地震で至る所が寸断された。

（志賀町資料より）

自治会加入の有無に関わらず市の
収集に協力するのは市民の責務
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

須藤 京子 議員 6年度の決算は単年度では赤字だが

答弁）国の定額減税により特定財源の収入減が要因

質
問
　

決
算
状
況
を
分
析
す
る
と

収
支
の
均
衡
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
は
図
ら
れ
て
い
る
が
、
単

年
度
で
み
る
と
収
支
は
赤
字
だ
。

そ
の
要
因
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
単
年
度

収
支
、
実
質
単
年
度
収
支
の
減
少

要
因
は
、
５・
６
年
度
実
施
の
低
所

得
者
支
援
・
定
額
減
税
を
補
足
す

る
給
付
金
支
給
事
業
に
お
け
る
未

収
入
特
定
財
源
が
５
年
度
に
収
入

さ
れ
、
６
年
度
は
減
少
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。

質
問
　

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担

を
軽
減
す
る
財
政
運
営
の
在
り
方

は
。答

弁
　
（
市
長
）
お
く
の
義
務
教
育

学
校
一
体
型
校
舎
建
設
や
中
学
生

の
給
食
費
無
償
化
等
の
政
策
的
な

取
り
組
み
を
し
つ
つ
も
財
政
調
整

基
金
の
繰
り
入
れ
も
行
わ
ず
事
業

執
行
で
き
た
。
基
金
残
高
を
確
保

し
た
上
で
、
市
債
残
高
も
10
億
円

近
く
減
少
で
き
、
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
構
築
が
で
き
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。
し
か
し
、
今
後
、

多
額
の
事
業
費
が
か
か
る
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
等
も
控
え
て
お

り
、
国
・
県
の
補
助
金
等
の
活
用

は
当
然
な
が
ら
市
債
発
行
、
基
金

の
積
立
や
繰
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

る
等
に
努
め
、
持
続
可
能
な
財
政

基
盤
の
構
築
を
図
り
な
が
ら
、
本

市
の
魅
力
を
高
め
「
選
ば
れ
る
ま

ち
」「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
し

て
の
施
策
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　

市
は
健
全
な
財
政
運
営
が

図
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
更
な

る
人
口
増
を
図
る
た
め
に
も
市
の

魅
力
度
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を

す
べ
き
。
牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
核
に

「
文
化
芸
術
が
香
る
ま
ち
」
を
推
進

し
て
は
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
う
し
く
現
代

美
術
展
実
行
委
員
会
が
30
周
年
記

念
と
し
て
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「
森
の
小
さ
な

傑
作
展
」
を
予
定
。
今
後
も
文
化

芸
術
事
業
推
進
に
取
り
組
む
。

伊藤 知子 議員 市民の消費生活を守るために

答弁）消費生活に関する啓発活動の強化に努める

質
問
　

消
費
生
活
相
談
の
牛
久
市

な
ら
で
は
の
特
徴
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
給
湯
設

備
点
検
に
関
す
る
電
話
勧
誘
の
相

談
が
急
増
。
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
販
売
ト
ラ
ブ
ル
や
副

業
詐
欺
に
関
す
る
相
談
も
増
加
。

被
害
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
消
費

生
活
に
関
す
る
啓
発
活
動
の
一
層

の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　

市
の
物
価
高
対
策
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
次
長
）
学
校

給
食
食
材
の
値
上
が
り
分
を
公
費

負
担
で
賄
う
こ
と
や
、
ハ
ー
ト
フ

ル
ク
ー
ポ
ン
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分

を
20
％
に
拡
充
し
て
い
る
。

質
問
　

相
談
体
制
の
強
化
は
。

答
弁
　
（
環
境
経
済
部
長
）
来
年
度

に
は
、「
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
ウ
ェ

ブ
相
談
が
可
能
に
。
ま
た
、
相
談

員
は
年
間
13
回
の
研
修
で
専
門
性

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
休
日
に

は
、
３
桁
の
電
話
番
号
１
８
８
番

「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
利
用

で
き
る
他
、
日
曜
日
は
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
で
対
応
も
。
市
で
は

Ｈ
Ｐ
内
の
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

か
ら
メ
ー
ル
相
談
も
随
時
受
け
付

け
て
お
り
、
こ
れ
は
県
内
３
市
町

村
の
み
の
実
施
で
あ
る
。

若
者
の
活
躍・定
住
促
進

質
問
　

高
校
生
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す

る
、
他
市
の
成
功
例
を
参
考
に
本

市
で
も
取
り
組
み
を
し
て
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
高
校
生
に
よ
る
組

織
を
立
ち
上
げ
ず
と
も
、
市
の
事

業
や
行
事
へ
の
参
画
・
協
力
に
よ

り
、
連
携
を
図
る
こ
と
は
で
き
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
地
域
活

動
、
社
会
参
画
へ
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
。

質
問
　

若
者
が
定
住
し
活
躍
し
続

け
る
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、

学
習
ス
ペ
ー
ス
等
の
増
設
は
。

答
弁
　
（
経
営
企
画
部
長
）
現
段
階

で
は
開
放
で
き
る
場
所
も
限
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
を
捉
え
つ

つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

現美 30 周年記念の色鮮
やかなのぼり旗

高校生主体の小山
市「高校生まちづ
くりプロジェクト」
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

藤田 尚美 議員

池辺 己実夫 議員

ダブルケアへの支援充実

牛久市のブランディング戦略は

答弁）既存の相談体制の充実と重層的な支援を行う

答弁）「親子で一緒に成長できるまち」を目指す

質
問
　

現
状
認
識
と
実
態
調
査
は

行
っ
て
い
る
か
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
実
態
調

査
は
行
っ
て
な
い
が
、
日
々
の
窓

口
対
応
に
よ
り
相
談
を
受
け
る
中

で
ダ
ブ
ル
ケ
ア
と
思
わ
れ
る
方
へ

の
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
る
。

質
問
　

ダ
ブ
ル
ケ
ア
相
談
窓
口
の

配
置
の
考
え
は
。

答
弁
　

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
こ

と
で
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
と
考

え
て
い
る
為
、
相
談
窓
口
の
設
置

は
検
討
し
て
い
な
い
。

女
性
・
子
ど
も
・
高
齢
者

へ
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

質
問
　

乳
幼
児
向
け
備
蓄
品
の
衛

生
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
災
害
協
定
に

よ
り
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
湯
沸
し
器
等

を
提
供
い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
。

質
問
　

高
齢
者
向
け
の
健
康
や
介

護
状
態
の
維
持
に
必
要
な
備
蓄
品

に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　

日
本
医
師
会
で
は
災
害
に

備
え
た
非
常
食
同
様
最
低
３
日
分
、

で
き
れ
ば
７
日
分
の
薬
を
非
常
用

に
常
備
し
て
お
く
こ
と
を
勧
め
て

お
り
、
自
助
努
力
を
進
め
て
い
き

た
い
。

質
問
　

性
被
害
対
策
を
伺
う
。

答
弁
　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
を
確

保
し
つ
つ
死
角
を
減
ら
す
こ
と
は

必
要
で
あ
り
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　

女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
自
主
防
災

組
織
へ
の
女
性
参
画
促
進
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
）
女
性
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
は
実
施
し
て
な
い
が

今
後
、
避
難
場
所
運
営
委
員
の
選

任
の
際
に
女
性
委
員
選
任
の
重
要

性
に
つ
い
て
避
難
場
所
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
追
記
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
実

施
し
女
性
目
線
で
の
安
全
安
心
施

策
の
推
進
を
し
て
い
く
。

質
問
　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
牛
久
市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
長
）
近
年
の
人

口
微
減
の
傾
向
を
考
慮
す
る
と
、

新
た
な
住
宅
開
発
な
ど
人
口
増
加

策
と
あ
わ
せ
、
他
の
自
治
体
と
は

差
別
化
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦

略
は
、
市
の
活
力
を
維
持
し
、
更

な
る
発
展
の
た
め
の
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

質
問
　

具
体
的
な
戦
略
策
定
の
今

後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。答

弁
　
（
市
長
）「
親
子
施
策
が
充

実
し
た
ま
ち
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
を
端
的
に
表
す
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
重
点
的
に
行
う
施
策
を

発
表
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
セ
プ

ト
を
視
覚
的
に
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
の
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
も
公
開

す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。「
親
子
」
に

着
目
し
た
自
治
体
は

他
に
例
が
な
い
こ
と

か
ら
、
市
が
親
子
の

体
験
活
動
や
親
子
の
思
い
出
づ
く

り
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
と
と
も
に
成
長
し
た
い
と
考

え
る
親
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
子
育
て

世
帯
を
牛
久
市
に
呼
び
込
ん
で
い

き
た
い
。

期
待
す
る
効
果

質
問
　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、

牛
久
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
効

果
が
期
待
で
き
る
か
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
長
）「
親
子
施

策
が
充
実
し
た
ま
ち 

う
し
く
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
子
育
て
世

代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

若
い
世
代
を
牛
久
市
に
呼
び
込
む

戦
略
に
注
力
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
親
子
が
と
も
に
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
、
子
育
て
に
適

し
た
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、

「
親
子
で
一
緒
に
成
長
で
き
る
ま

ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

親子特区!! うしくの
シンボルデザイン。
親子がともに成長
し、思い出を積み重
ねる姿を、ユーモラ
スで温かく表現
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

加藤 政之 議員 ふるさと納税について伺う

答弁）様々な努力をし拡大を図っていく

質
問
　

店
舗
型
ふ
る
さ
と
納
税
の

対
象
施
設
を
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
な

ど
に
拡
大
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
次
長
）
店
舗
型

ふ
る
さ
と
納
税
導
入
拡
大
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
効

果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
今
後
、

牛
久
シ
ャ
ト
ー
や
宿
泊
施
設
等
に
、

対
象
施
設
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　

10
月
か
ら
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
が
独
自
に
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト

が
廃
止
に
な
り
、
駆
け
込
み
需
要

が
期
待
さ
れ
る
が
、
対
応
は
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
次
長
）
返
礼
品

の
供
給
量
を
十
分
に
確
保
し
、
在

庫
切
れ
等
に
よ
る
機
会
損
失
が
な

い
よ
う
事
業
者
と
連
携
し
、
出
荷

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　

寄
付
先
と
し
て
選
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
Ｐ
Ｒ
は
。

答
弁
　
（
市
長
公
室
次
長
）
今
月
の

「
ア
マ
ゾ
ン
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
に

て
、
全
国
僅
か
14
自
治
体
の
出
店

枠
に
牛
久
市
が
選
ば
れ
、
多
く
の

方
々
へ
牛
久
の
返
礼
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
も
返
礼
品
の
魅

力
を
伝
え
る
努
力
を
続
け
て
い
く
。

市
の
公
共
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信

料
の
未
契
約
の
状
況
は

質
問
　

全
国
で
、
公
用
車
の
カ
ー

ナ
ビ
や
携
帯
電
話
の
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受

信
契
約
漏
れ
が
発
覚
し
て
い
る
が
、

本
市
の
現
状
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
公
用
車
が

32
台
、
携
帯
電
話
が
４
台
、
未
契

約
と
な
っ
て
い
た
が
、
既
に
テ
レ

ビ
を
受
信
出
来
な
い
よ
う
措
置
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
受
信
廃
止
の
申
し
出
を

し
て
い
る
。

質
問
　

今
後
、
公
用
車
等
購
入
す

る
際
の
対
応
は
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
今
後
の
対

応
と
し
て
、
購
入
す
る
車
両
及
び

携
帯
電
話
は
、
テ
レ
ビ
受
信
機
能

の
な
い
こ
と
を
条
件
に
購
入
し
て

い
く
。

黒木 のぶ子 議員 移動図書館の導入への取り組みは

答弁）市民にとって利便性はあるが導入は難しい

質
問
　

本
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
源

と
し
て
、
い
つ
で
も
身
近
で
読
ん

だ
り
観
た
り
が
で
き
る
環
境
が
必

要
で
あ
る
。
し
か
し
市
内
に
は
本

屋
も
少
な
く
図
書
館
も
中
央
図
書

館
一
ヶ
所
の
み
な
の
で
、
足
腰
が

悪
く
移
動
手
段
の
無
い
市
民
は
、

本
を
借
り
た
り
返
却
が
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
市
民
の
多
数
の

方
々
は
本
に
は
触
れ
合
っ
て
い
た

い
と
の
こ
と
で
、
老
人
施
設
か
ら

も
同
様
の
要
望
が
あ
る
。

市
民
の
利
便
性
と
市
民
ニ
ー
ズ
を

考
え
、
移
動
図
書
館
導
入
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
図
書

館
が
身
近
に
な
く
身
体
的
、
時
間

的
に
難
し
い
市
民
に
は
非
常
に
便

利
だ
が
車
両
選
定
や
運
営
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
現

時
点
で
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
模
擬
議
会
に
つ

い
て

質
問
　

８
月
８
日
に
実
施
さ
れ
た

子
ど
も
模
擬
議
会
は
小
学
生
に
よ

る
模
擬
議
会
な
の
で
議
会
の
仕
組

や
、
手
順
等
を
知
る
良
い
機
会
と

考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
子
ど
も

の
質
問
者
に
対
し
答
弁
者
は
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
だ
け
で
部
長
や

次
長
は
同
席
し
て
い
る
が
答
弁
を

し
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
回
の
模

擬
議
会
の
参
加
者
は
小
学
生
な
の

で
、
現
状
の
議
会
と
同
様
の
形
式

で
実
施
を
し
、
議
会
の
仕
組
み
を

学
ば
せ
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る

が
。答

弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
子
ど

も
議
会
は
主
権
者
教
育
推
進
の
一

環
と
し
て
実
施
。
議
場
で
市
議
会

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
政
治
に
参

加
す
る
た
め
の
社
会
的
素
養
を
育

成
し
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
行

動
で
き
る
主
権
者
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
令
和
６

年
度
か
ら
市
を
代
表
す
る
立
場
か

ら
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
が
答

弁
し
て
い
る
。

牛久市のホームページ
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

大森 和夫 議員

遠藤 憲子 議員

市長公約3つのゼロ早期実施を

５歳児健診の実施に向けた市の考え

答弁）国の動向で判断、公共施設改修等が優先

答弁）療育等の支援や早期発見・早期対応に努める

質
問
　

小
学
校
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
。
財
政
調
整
基
金
が
令
和

6
年
度
決
算
で
約
3
億
円
増
え
約

45
億
円
と
増
大
し
た
基
金
の
効
率

的
な
利
用
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
大
型
施
設
改
修
な

ど
大
幅
歳
出
が
予
定
さ
れ
、
実
施

と
活
用
予
定
は
な
い
。

質
問
　

18
歳
ま
で
の
医
療
費
完
全

無
償
化
に
つ
い
て
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
就
学

前
無
償
化
を
実
施
し
、
拡
大
予
定

な
し
。

質
問
　

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購

入
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
。
意
見

書
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
5
年

た
っ
た
。
難
聴
で
認
知
症
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
、
1
人
3
万
円
の
助

成
額
と
し
て
50
人
で
1
5
0
万
円

の
予
算
で
で
き
る
が
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
長
）
さ
ら
な

る
検
討
と
周
辺
自
治
体
調
査
を
行

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
問
　

運
転
免
許
返
納
支
援
に
つ

い
て
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
う
し
タ
ク・

か
っ
ぱ
バ
ス
利
用
割
引
で
予
定
な

し
。

質
問
　

う
し
タ
ク
3
台
で
は
、
希

望
通
り
使
え
な
い
。
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
も
高
齢
者
は
使
い
づ
ら
く
、
改

善
が
必
要
。
増
車
と
増
便
、
か
っ

ぱ
バ
ス
な
ど
の
運
行
時
間
拡
大
を

求
め
る
。
買
い
物
・
通
院
支
援
に

つ
い
て
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
う
し
タ
ク・

か
っ
ぱ
バ
ス
割
引
や
現
行
の
杖
や

シ
ル
バ
ー
カ
ー
助
成
制
度
の
み
。

質
問
　

食
材
や
日
用
品
の
購
入
、

税
金
や
保
険
料
、
公
共
料
金
な
ど

の
支
払
い
が

不
便
と
な
り
、

出
前
ス
ー

パ
ー
の
新
規
・

補
助
に
つ
い

て
。答

弁
　
（
保
健

福
祉
部
次
長
）

民
営
圧
迫
と

な
る
た
め
、

予
定
な
し
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇
税
・
保
険
料
の
収
納
状
況
・
不

能
欠
損
・
未
申
告
状
況
な
ど
に

つ
い
て

質
問
　

こ
ど
も
家
庭
庁
は

２
０
２
８
年
度
に
全
国
の
自
治
体

で
５
歳
児
健
診
の
実
施
を
目
指
し

て
い
る
。
現
在
５
児
健
診
は
任
意

で
市
は
実
施
し
て
い
な
い
。
就
学

前
に
言
葉
の
遅
れ
な
ど
か
ら
発
達

障
害
の
特
性
を
見
つ
け
や
す
い
と

い
う
。
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
（
こ
ど
も
局
長
）
５
歳
児
へ

の
支
援
で
は
、
成
長
発
達
確
認
票

で
保
健
師
に
よ
る
問
診
と
合
わ
せ

て
視
覚
検
査
を
実
施
。
就
学
相
談

や
巡
回
相
談
、
医
療
や
療
育
等
の

支
援
に
繋
げ
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
努
め
る
。

生
活
環
境
整
備
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向

け
た
取
り
組
み

質
問
　

市
道
の
舗
装
整
備
や
課
題

と
対
応
策
は
。

答
弁
　
（
建
設
部
長
）
未
舗
装
は
雨

水
排
水
等
の
課
題
が
あ
り
当
面
は

維
持
管
理
を
優
先
し
、
砕
石
で
の

補
修
工
事
で
対
応
。
必
要
に
応
じ

舗
装
工
事
を
実
施
す
る
場
合
も
あ

る
。質

問
　

雨
水
対
策
で
Ｕ
字
溝
の
未

整
備
の
対
応
策
は
。

答
弁
　

Ｕ
字
溝
未
整
備
は
狭
隘
道

路
で
、
道
路
拡
幅
と
流
末
の
確
保

が
必
要
。
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
等
や
事

前
調
査
、
隣
地
地
権
者
と
の
調
整

が
必
要
。
冠
水
発
生
は
、
安
全
確

保
を
優
先
し
暫
定
的
な
工
事
を
実

施
。質

問
　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
入

浴
施
設
の
現
状
と
整
備
、
今
後
は
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
男
性

風
呂
の
ろ
過
器
が
故
障
し
、
昨
年

10
月
か
ら
女
性
風
呂
を
１
日
に
お

き
に
男
女
交
互
に
利
用
。
ろ
過
装

置
は
ろ
過
材
を
交
換
。
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
で
方
向
性

を
示
し
て
い
く
。

質
問
　

う
し
タ
ク
利
用
者
の
要
望

に
対
し
て
現
状
、
改
善
、
今
後
は
。

答
弁
　
（
政
策
企
画
部
次
長
）
３
台

の
車
両
で
利
用
増
に
は
応
え
ら
れ

て
い
な
い
。
ワ
ゴ
ン
車
導
入
や
配

車
の
効
率
化
等
に
努
め
る
。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

出澤 大 議員 牛久市内のメガソーラーの現状は

答弁）５か所あり、総敷地面積は 46.4ha である

質
問
　

牛
久
市
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

開
発
に
適
し
て
お
り
、
事
業
者
に

注
目
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

が
、
今
後
事
業
者
か
ら
計
画
が
提

出
さ
れ
た
場
合
前
向
き
に
認
め
る

方
針
か
、
市
民
の
懸
念
（
自
然
破
壊
、

景
観
悪
化
、
土
砂
災
害
リ
ス
ク
）

等
に
配
慮
し
慎
重
に
調
査
す
る
方

針
か
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　
（
建
設
部
次
長
）
事
業
者
か

ら
計
画
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は

直
ち
に
認
め
る
と
い
う
姿
勢
で
は

な
く
、
自
然
環
境
や
災
害
時
に
お

け
る
対
応
な
ど
、
太
陽
光
施
設
と

近
隣
住
民
の
生
活
調
和
が
図
れ
る

よ
う
市
民
の
皆
様
の
不
安
や
懸
念

に
十
分
に
配
慮
し
慎
重
に
審
査
を

実
施
し
、
事
業
者
に
対
し
助
言
等

も
行
う
方
針
で
あ
る
。

質
問
　

事
業
者
が
行
っ

た
事
前
調
査
に
よ
る
と
、

湧
き
水
が
な
か
っ
た
と

の
事
で
す
が
、
そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
業
者
が
評

価
を
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
？
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建

設
事
業
者
と
評
価
業
者

と
の
間
に
は
利
害
関
係

が
存
在
し
、
評
価
の
客
観
性
や
中

立
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
事
例
は
全
国
で
数
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者

任
せ
に
せ
ず
、
市
が
し
っ
か
り
と

調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
　

基
本
的
に
は
事
業
者
の
責

任
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
茨
城
県
が
水
源
の
※
涵
養
機
能

に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
等
の
事
業

計
画
を
審
査
し
た
上
で
森
林
法
に

よ
る
許
可
を
出
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
改
め
て
市
が
独
自
に
事
前
調

査
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

※
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

水梨 伸晃 議員 地域活動に高校生が参加する仕組み作りは

答弁）ニーズを把握し、アイデアがあれば検討

質
問
　

あ
る
調
査
で
は
、
高
校
生

の
社
会
参
加
率
は
低
い
と
い
う

デ
ー
タ
が
あ
る
。
高
校
生
が
地
域

で
活
動
で
き
る
場
を
整
備
す
る
必

要
性
に
つ
い
て
、
当
市
の
考
え
を

伺
う
。

答
弁
　
（
教
育
部
長
）
地
域
で
活
動

す
る
場
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
ま
ず
は
興
味
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
。

質
問
　

牛
久
市
と
し
て
、
他
市
町

村
で
行
っ
て
い
る
『
高
校
生
会
』

の
よ
う
な
仕
組
み
の
導
入
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁
　

現
段
階
で
具
体
的
な
計
画

は
な
い
。
た
だ
し
、
高
校
生
会
と

い
う
組
織
を
立
ち
上
げ
な
く
と
も
、

市
で
実
施
し
て
い
る
事
業
な
ど
に

協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域

へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば

と
思
う
。

質
問
　

最
も
大
切
な
の
は
当
事
者

で
あ
る
高
校
生
の
声
だ
と
考
え
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
会
を
通

じ
て
、
ニ
ー
ズ
を
直
接
聞
く
場
を

設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁
　

市
の
企
画
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
参
加
し
て
い
る
機
会
を
通

じ
て
、
把
握
し
た
い
。

質
問
　

そ
の
よ
う
な
場
に
様
々
な

事
情
が
あ
り
参
加
で
き
な
い
高
校

生
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の

な
い
高
校
生
の
意
見
は
、
ど
の
よ

う
に
集
約
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁
　

授
業
や
課
外
活
動
の
中
で
、

意
見
を
募
集
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
た

だ
し
、
高
校
に
は
独
自
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
あ
る
た
め
、
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

高
校
生
が
主
体
的
に
興
味
を
も
て

る
よ
う
な
話
題
づ
く
り
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
各
高
校
の

理
解
を
得
な
が
ら
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

※涵養（かんよう）機能とは？
涵養機能とは、主に森林が、降水を土
壌に浸透・貯留させ、ゆっくりと河川に
流出させることで、水資源を育み、水
量の安定化や水質の浄化を促す働きを
指します。この機能により、洪水の緩和
と渇水の防止、おいしい水の供給に貢
献するため、「緑のダム」とも呼ばれます。
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市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
一
般
質
問
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
質
問
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
書
い
て
お
り
ま
す
。

伊藤 裕一 議員

髙嶋 基樹 議員

外国人の日本語や生活ルール理解

小中学校にナイター導入はどうか

答弁）日本語教室、翻訳機、ホームページを活用

答弁）新たな導入予定は無く、状況を注視していく

質
問
　

外
国
籍
住
民
に
日
本
語
や

生
活
ル
ー
ル
を
理
解
い
た
だ
く
取

り
組
み
の
状
況
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
次
長
）
国
際
交
流

協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
講
師
と
し

て
日
本
語
教
室
を
開
催
。
市
役
所

窓
口
で
自
動
翻
訳
機
を
活
用
。
生

活
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
ゴ
ミ
出
し

等
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
案
内
し
て

い
る
。

質
問
　

本
年
、
市
職
員
採
用
試
験

の
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
が
新
設
さ
れ
、

外
国
籍
人
材
を
募
集
し
た
が
、
詳

細
と
人
事
上
の
制
限
は
。

答
弁
　
（
市
長
）
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
で

外
国
籍
人
材
１
名
程
度
を
募
集
。

昨
今
の
業
務
の
国
際
化
、
多
様
化

を
尊
重
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促

進
に
期
待
し
て
い
る
。
公
権
力
の

行
使
業
務
に
は
携
わ
れ
ず
、
公
の

意
思
形
成
に
携
わ
る
管
理
職
に
は

就
任
で
き
な
い
。

質
問
　

外
国
人
の
犯
罪
、
生
活
保

護
、
社
会
保
険
、
納
税
の
状
況
は
。

答
弁
　
（
市
民
部
長
）
７
月
末
時
点

の
牛
久
警
察
署
管
内
の
犯
罪
検
挙

件
数
は
３
０
７
件
、
同
一
期
間
の

在
留
資
格
を
持
つ
外
国
人
に
よ
る

犯
罪
検
挙
件
数
は
10
件
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
永
住

者
等
に
つ
い
て
生
活
保
護
に
準
じ

た
対
応
を
し
て
い
る
。
審
査
に
つ

い
て
は
国
民
と
同
様
。
５
９
２
人

の
生
活
保
護
受
給
者
の
う
ち
12
人

が
外
国
人
で
あ
る
。

答
弁
　
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
国
民

健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
つ
い
て
、
日
本
人
と
同
じ
加

入
条
件
の
も
と
、
滞
在
期
間
が
３

か
月
未
満
で
あ
る
者
等
を
除
き
加

入
対
象
と
な
る
。

答
弁
　
（
総
務
部
次
長
）
外
国
人
滞

納
者
に
特
化
し
た
正
確
な
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。
在
留
期
間
更
新

の
際
、
納
税
証
明
書
を
申
請
者
が

出
入
国
在
留
管
理
庁
に
提
出
し
て

い
る
。

質
問
　

設
置
す
る
こ
と
で
酷
暑
対

策
だ
け
で
な
く
幅
広
い
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
促
進
が
図
れ
る
。
他
県

で
の
設
置
事
例
は
あ
る
が
本
市
で

は
ど
う
か
。

答
弁
　（
教
育
委
員
会
次
長
）
現
在
、

小
中
・
義
務
教
育
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
を
導
入
す

る
予
定
は
無
く
、
実
際
に
進
め
る

場
合
に
は
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
、

環
境
へ
の
配
慮
、
児
童
生
徒
の
活

動
上
の
安
全
配
慮
な
ど
、
総
合
的

な
判
断
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
く
。

す
で
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
の

実
績
等
、
状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問
　

既
に
ナ
イ
タ
ー
完
備
の
施

設
を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
は
。

答
弁
　
（
市
長
）牛
久
運
動
広
場(

城

中
グ
ラ
ウ
ン
ド)

や
奥
野
運
動
広

場
は
照
明
完
備
で
あ
る
が
利
用
率

が
高
く
な
い
。
施
設
の
充
実
と
し

て
は
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
芝
生
化

す
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
で

き
る
種
目
が
限
定
的
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
、
現
段
階
で
の
計
画
は

な
い
。

質
問
　

導
入
後
の
費
用
に
つ
い
て
、

負
担
と
な
る
人
件
費
は
民
間
で
実

装
し
て
い
る
よ
う
な
、
ネ
ッ
ト
予

約
で
パ
ス
ワ
ー
ド
キ
ー
を
取
得
し

て
利
用
者
自
身
が
照
明
の
入
電
を

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
他
、

電
気
代
は
自
家
消
費
分
を
太
陽
光

発
電
で
カ
バ
ー
す
る
と
い
っ
た
方

法
の
比
較
検
討
が
今
後
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
　
（
教
育
委
員
会
次
長
）
利
用

者
に
も
協
力
を
得
て
管
理
で
き
る

形
な
の
で
、
人
件
費
の
一
部
削
減

に
つ
な
が
る
と
考
え
調
査
研
究
を

す
る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
は
現

有
照
明
設
備
の
改
修
時
に
検
討
し

た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

〇
女
化
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

牛久運動広場( 牛久市ホームページより）照
明が整備されたグラウンド



総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
国
の
税
制
改
正
に
伴
い　

　
牛
久
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

■
特
定
親
族
特
別
控
除
の
新
設

　

大
学
生
年
代
（
19
歳
以
上
23
歳
未
満
）

の
就
業
調
整
（
働
き
控
え
）
解
消
の
た
め
、

合
計
所
得
金
額
「
58
万
円
超
１
２
３
万
円

以
下
」
の
者
に
つ
い
て
控
除
が
新
設
さ
れ

る
。
控
除
額
は
最
高
45
万
円
か
ら
最
低

３
万
円
ま
で
で
、
合
計
所
得
金
額
95
万
円

超
か
ら
、
所
得
に
応
じ
て
段
階
的
に
減
額

と
な
る
。

問 

年
齢
の
条
件
や
別
居
の
場
合
は
ど
う
な

る
の
か
。

答 

年
齢
は
、
そ
の
年
の
12
月
31
日
時
点
で

19
歳
以
上
23
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。
別

居
で
も
生
計
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
。

自
転
車
事
故
を
減
ら
す
た
め
の

取
り
組
み
を

意
見
書
案

　
全
て
の
自
転
車
利
用
者
を
対
象
と
す
る
安

全
運
転
講
習
制
度
の
導
入
や
安
全
運
転
教
本

の
配
布
等
を
早
急
に
実
施
す
る
よ
う
国
に
対

し
強
く
求
め
る
。

　
近
年
、
自
転
車
に
関
連
す
る
事
故
が
増
加

し
て
い
る
。
現
在
、
一
定
の
違
反
行
為
を
３

年
以
内
に
２
回
以
上
行
っ
た
利
用
者
だ
け
を

対
象
と
し
て
い
る
講
習
制
度
を
改
め
、
自
転

車
に
関
連
す
る
一
層
の
交
通
事
故
防
止
を
図

る
目
的
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

牛
久
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
に

係
る
条
例

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
と
は

　
０
歳
６
か
月
～
満
３
歳
未
満
で
保
育
施

設
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
を
対
象
と
し
、

月
一
定
時
間
の
利
用
可
能
枠
で
、
就
労
要

件
を
問
わ
ず
時
間
単
位
で
柔
軟
に
保
育
施

設
等
を
利
用
で
き
る
制
度
の
こ
と
。

問 

ど
の
保
育
園
で
行
わ
れ
る
の
か
。

答 

現
時
点
で
民
間
保
育
園
は
保
育
士
や
保

育
室
の
確
保
の
点
か
ら
実
施
が
困
難
な

た
め
、
令
和
８
年
か
ら
令
和
10
年
ま
で

は
公
立
つ
つ
じ
が
丘
保
育
園
で
行
う
。

そ
の
状
況
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
今

後
民
間
保

育
園
に
も

参
入
し
て

も
ら
い
た

い
と
考
え

て
い
る
。

公
立
保
育
園
の
存
続
の
た
め

下
根
保
育
園
を
長
寿
命
化
改
修

公
立
保
育
園
の
役
割

①�

受
入
れ
困
難
児
の
受
入
れ
先
と
し
て
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能

②�

行
政
と
民
間
保
育
園
の
つ
な
ぎ
役

③�

災
害
時
や
緊
急
時
に
民
間
保
育
園
が
休

園
に
な
っ
た
際
の
一
時
的
な
受
入
れ
先

④�

出
生
数
の
増
減
等
に
伴
う
需
要
と
供
給

量
の
調
整
役

　
公
立
保
育
園
存
続
の
た
め
、
長
寿
命
化

改
修
工
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
20
年

の
延
命
を
図
る
。

問 

保
育
中
に
ど
の
よ
う
に
工
事
を
行
う
の

か
。

答 

仮
設
園
舎
は
建
て
ず
、
１
室
ず
つ
工
事

を
行
う
。
在
園
時
間
は
騒
音
や
粉
塵
が

出
な
い
よ
う
工
事
を
行
い
、
日
曜
日
に

集
中
的
に
行
う
な
ど
、
保
育
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。
土
曜
保
育

は
栄
町
保
育
園
で
行
う
。

環
境
建
設
常
任
委
員
会

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な

特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
移
動
等
の
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
）
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
改
正

問 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
何
が
変
わ
っ
た
の

か
。

答 

劇
場
の
客
席
の
規
定
に
関
す
る
こ
と
が

新
た
に
条
文
に
加
え
ら
れ
た
。

令和 7 年 10 月 31 日　　牛久市議会だより　　第 124 号（ 16 ）

常
任
委
員
会
審
査
報
告

外壁改修、屋根塗装、防水改修を行う。内部は床や
建具、壁の改修、天井塗装などを行う他、トイレの
更新やＬＥＤ照明への更新等を行う。



の
中
で
各
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
良
い
品
質
の
も
の
を

作
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

	

い
ば
ら
き
の
ワ
イ
ン
が
一
堂
に
集
ま
る

今
回
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
ま

ず
は
い
ば
ら
き
ワ
イ
ン
が
有
名
に
な
っ

て
、
そ
の
中
で
牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
ワ
イ

ン
が
売
り
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
思
い
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
市
政
施
行
40
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
い

ば
ら
き
ワ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
あ
っ
た
。

た
ち
野
う
し
く
駅
」
で
あ
る
。

そ
の
当
時
使
用
さ
れ
て
い
た
駅
名
サ
イ
ン

を
ひ
た
ち
野
う
し
く
駅
の
西
口
に
設
置
す

る
。

問 

設
置
す
る
目
的
と
効
果
は
。

答 

つ
く
ば
科
学
万
博
の
玄
関
口
と
な
っ
て

い
た
頃
か
ら
、
そ
の
後
、
街
が
形
成
さ

れ
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
市
政
施
行

後
40
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
市
民

の
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
と
共
に
、
来
訪

者
を
増
加
さ
せ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と

し
て
、
牛
久
市
の
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
て
い
く
。

　
牛
久
シ
ャ
ト
ー
で

い
ば
ら
き
ワ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を

ワ
イ
ン
文
化
日
本
遺
産
協
議
会
の
負
担
金

の
増
額　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
万
円

日
本
ワ
イ
ン
の
発
祥
の
地
「
牛
久
シ
ャ

ト
ー
」
で
ワ
イ
ン
と
食
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。
茨
城
県
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ

ン
や
茨
城
県
産
食
材
を
使
用
し
た
飲
食

ブ
ー
ス
、
市
内
事
業
者
の
ブ
ー
ス
な
ど
を

出
店
予
定
。

問 
ワ
イ
ン
を
振
興
策
の
１
つ
と
位
置
づ
け

て
い
る
と
捉
え
て
い
る
が
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
い
く

の
か
。

答 

山
梨
県
や
長
野
県
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
協

議
会
を
作
っ
て
、
ま
ず
は
甲
州
ワ
イ
ン

と
し
て
全
国
に
売
り
出
し
て
い
き
、
そ

予
算
常
任
委
員
会

「
牛
久
市
中
学
生
混
声
合
唱
団
」

休
日
に
お
け
る
部
活
動　

地
域
へ
移
行

国
が
進
め
る
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
、
茨
城
県
に
お
け
る
実
証
事
業

を
実
施
す
る　
　
　
委
託
料
１
２
２
万
円

地
域
の
指
導
員
（
合
唱
指
導
経
験
者
）
の

指
導
に
よ
り
、
月
４
回
（
毎
週
土
曜
日
ま

た
は
日
曜
日
）、
１
日
３
時
間
の
活
動
を
行

う
。
対
象
者
は
市
内
中
学
生
全
て
。

問 

活
動
場
所
や
そ
の
場
所
へ
の
移
動
手
段

は
。
ま
た
活
動
に
か
か
る
費
用
は
。

答 

活
動
場
所
は
ひ
た
ち
野
う
し
く
小
の
音

楽
室
や
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
視

聴
覚
室
な
ど
。
移
動
手
段
は
自
転
車
を

想
定
し
て
い
る
が
、
遠
方
の
場
合
は
保

護
者
の
送
迎
に
な
る
。
個
人
の
譜
面
代

や
講
師
の
報
酬
の

一
部
負
担
な
ど
参

加
費
は
３
千
円
。

こ
れ
は
参
加
人
数

15
人
を
想
定
し
て

出
し
た
金
額
な
の

で
、
参
加
人
数
に

よ
っ
て
変
わ
る
こ

と
が
あ
る
。

市
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業

つ
く
ば
科
学
万
博
の
駅
名
サ
イ
ン

を
設
置　
　
　
　
　
３
３
７
万
円

１
９
８
５
年
の
つ
く
ば
科
学
万
博
の
玄
関

駅
と
な
っ
た「
万
博
中
央
駅
」は
現
在
の「
ひ
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牛久シャトー

ひたち野うしく駅西口にある万博中央駅
跡の記念碑。記念碑には「飛翔」の文字
とその当時の万博や牛久の様子などが刻
まれている。



会派構成
市民クラブ 政和クラブ※ 公明党 日本共産党 日本維新の会 うしく未来

プロジェクト 無会派
黒木　のぶ子 小松崎　伸 藤田　尚美 遠藤　憲子 伊藤　裕一 塚原　正彦 山本　伸子
須藤　京子 石原　幸雄 鈴木　勝利 大森　和夫 水梨　伸晃 柳井　哲也 池辺　己実夫
杉森　弘之 髙嶋　基樹 伊藤　知子 甲斐　徳之助
出澤　　大 磯山　和男

加藤　政之
※�会派「自民党うしく21」は「政和クラブ」に名称を変更しました。
※令和７年８月２５日付諸橋太一郎議員が辞職しました。

賛成全員で可決または認定等された議案等
議案番号 議　　　案　　　等　　　名

【第3回定例会】	
５１号 牛久市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
５２号 牛久市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
５３号 牛久市税条例の一部を改正する条例について

５４号 牛久市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

５５号 令和７年度牛久市一般会計補正予算（第４号）
５６号 令和７年度牛久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
５７号 令和７年度牛久市青果市場事業特別会計補正予算（第１号）
５８号 令和７年度牛久市介護保険事業会計補正予算（第１号）
５９号 令和７年度牛久市後期高齢者医療事業会計補正予算（第１号）
６０号 令和７年度牛久市下水道事業会計補正予算（第２号）
６１号 令和６年度牛久市下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
６２号 財産の取得について
６３号 工事請負契約の締結について
６４号 物品購入契約の締結について
６５号 牛久市教育長の任命について
６６号 牛久市教育委員会委員の任命について
６７号 令和7年度牛久市一般会計補正予算（第５号）
６8号 財産の取得について

諮問第１４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
意見書案１４号 自転車の安全運転に係わる講習制度の導入等を求める意見書の提出について

賛否が分かれた議案等
議
案
番
号

議　案　等　名

市
民
ク
ラ
ブ

政
和
ク
ラ
ブ

公

明

党

日
本
維
新
の
会

日
本
共
産
党

う
し
く
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

無
会
派（
山
本
）

無
会
派（
池
辺
）

無
会
派（
甲
斐
）

無
会
派（
磯
山
）

無
会
派（
加
藤
）

議
決
結
果

議案
５０号

牛久市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例について ○ 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇 〇 〇 可

決

認定１号 令和６年度牛久市各会計歳入歳出決算認定について 〇 ○ ○ 〇 × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 認
定

意見書
案13号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に
係る意見書の提出について ○ × ○ 〇 ○ × 〇 × × ○ ○ 可

決

凡例：　○・・・賛成、×・・・反対　不…採決時不在
小松崎伸 議長（政和クラブ）は採決には加わっておりません議案の審議結果
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議会の会議録の内容について、簡単に且つ
知りたい内容を的確に検索できるようになりました。

どんなことが調べられるの？
会議録とは、会議の活動経過の記録です。
以下の情報が記録されています。
●会議が開催された日時と場所
●出席議員の氏名
●議題となった事項
●発言内容

①ことばで検索
地域の問題、あなたの周りの気になることなど、
議会で取り上げられているかもしれません。気に
なる「ことば」を入れて検索してみて下さい。

②発言者で検索
特定の発言者に絞って内容を確認することが
できます。議員の名前で検索することで、その
議員がどのような質問や発言をしたか知るこ
とができます。

① ②

議会のしくみ
Q討論とは
討論と聞くと、ある特定のテーマに
ついて複数の人が意見を述べ、意見を
戦わせることを想像される方が多いと
思います。
議会でおこなわれる討論とは、議題と
なっている案件に対して、賛成か反対か
自己の意見を表明することです。

議案の提案理由説明

議案質疑

討 論

委員会付託

採 決

議会の流れ

討論は議員が議員に向けて行うものです。
自己の意見を表明することで、異なる賛否を
持つ他の議員を自分の意見に同調させる
目的があります。

その他、会議名や期間で検索することが
できます。ぜひご活用ください。
ホームページからご覧ください。
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　今号の表紙をご覧になって、「あれ？」と思われた方もいらっ
しゃるかもしれません。これまで小中学生の皆さんに夏休みの自
由課題として題字を書いていただき、表紙を飾ってきました。ど
の作品も元気いっぱいで、見る人を明るくするすばらしいものば
かりでした。今回「伝統も大切にしよう」と元の形に戻しました
が、子どもたちの感性にふれられたあの企画は、議会にとって大
切な財産です。応募してくれた児童・生徒の皆さん、そして支え
てくださったご家庭の皆さま、本当にありがとうございました。
　今議会では決算審議を行い、市のお金の使い方をしっかり確認
しました。市民の皆さまの暮らしにどう結びついているのかを検
証する大切な機会でもあります。今後も「市議会だより」を通じ
て、市政や議会を身近に感じていただければ幸いです。（伊藤）

■発行・編集　広報常任委員会　　　　　　　　　　　　
委員長　　　水梨　伸晃　　　　　　　　　　　　　　
副委員長　　伊藤　知子　　　　　　　　　　　　　　
委　員　　　石原　幸雄　　大森　和夫　　塚原　正彦

　　出澤　　大　　加藤　政之　　　　　　　
〒３００ー１２９２　茨城県牛久市中央３丁目15番地１
℡０２９・８７３・２１１１（牛久市議会事務局）

編　集　後　記

　茨城県支部が牛久市役所敷地内にあることをご存じですか？
　こちらでは認知症に関する相談の受付や、認知症の方やその介護者などを支援するた
めの活動を行っています。茨城県支部の牧野代表と細谷さんにお話をお伺いしました。

取材を終えて
　支部代表に「認知症」についてどのように認識しているかと質問を
されたとき、認知症の方と接した経験や高齢の親に思うこと、ヤン
グケアラーの問題や虐待など、さまざまな意見が出ました。今回の
取材を通して、認知症の方や家族が抱える悩み、また介護や医療の
問題について改めて認識しました。今後さらに認知症の人が増え続
ける中、共生社会の構築や政策の充実の必要性を感じました。

左から牧野代表と細谷さん。牧野代表が
手に持っているものは認知症マフといい
筒状のニットで出来ています。認知症の
人の心身の緊張を和らげ、安心感を与え
るのに役立つと言われています。

NO 認知症，NO LIFE ～認知症は自分事～
認知症は高齢者だけの病気ではなく、働き盛りや子育て世代の若
い方でも発症することがあります。「認知症はいつかなる」と捉
え、「予防」を意識した生活や、お金のこと・受ける医療の希望
を話し合うなどの「備え」をしておくことが必要です。
また、一人悩んだり家族で抱え込んだりしてしまいがちですが、
相談できる場があります。
電話相談の他、介護者のつどいにご参加ください。
詳しくは支部のホームページをご覧ください。

あなたの経験を相談に生かしてみませんか
自分自身の介護経験などを語ることで、現在お困りの方
の力になることができます。お互いに助け合う「ピアサ
ポーター」として一緒に活動してみませんか？

あなたの思いを聴く人がここにいます
公益社団法人認知症の人と家族の会　茨城県支部

今年も開催します
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